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(57)【要約】
【課題】紙幣挿入口から挿入された紙幣の搬送方向の傾
きを補正して搬送通路の所定の位置に移動させて搬送す
る紙幣識別装置を提供する。
【解決手段】駆動軸３２に固定されて回転する駆動側斜
歯歯車３３と、駆動側斜歯歯車３３に噛み合わされて駆
動軸３２が回転することに従動して回転する従動軸３４
を紙幣搬送部３の一方向に移動する移動側斜歯歯車３５
と、移動側斜歯歯車３５に当接してその移動に連動して
搬送される紙幣Ｓを挟持して紙幣搬送部３の一方向に案
内する紙幣ガイド３６とから構成される紙幣位置案内機
構３０を有している。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　横幅の異なる複数種類の紙幣を識別判定して収納する紙幣識別装置であって、
　前記紙幣の最大横幅に対応した通路幅に形成された紙幣挿入口に挿入された前記紙幣を
紙幣識別部へと搬送する紙幣搬送部を備えた紙幣識別装置において、
　前記紙幣搬送部は、駆動軸に固定されて回転する駆動側斜歯歯車と、前記駆動側斜歯歯
車に噛み合わされて前記駆動軸が回転することに従動して回転する従動軸を前記紙幣搬送
部の一方向に移動する移動側斜歯歯車と、前記移動側斜歯歯車に当接してその移動に連動
して前記搬送される紙幣を挟持して前記紙幣搬送部の一方向に案内する紙幣ガイドとから
構成される紙幣位置案内機構を有していることを特徴とする紙幣識別装置。
【請求項２】
　前記移動側斜歯歯車の移動力は、加圧歯車がばね圧により壁に押し付けられることで発
生する面圧により前記移動側斜歯歯車に負荷トルクが加わることで発生することを特徴と
する請求項１に記載の紙幣識別装置。
【請求項３】
　前記従動軸に設けた偏芯ローラの長手面に当接する態様で紙幣搬送ローラを設け、前記
偏芯ローラの回転動作により前記紙幣搬送ローラと協働して前記紙幣を搬送することを特
徴とする請求項１に記載の紙幣識別装置。
【請求項４】
　前記偏芯ローラの短手面が前記紙幣搬送ローラに相対したときには前記紙幣の押え力が
無くなることで前記紙幣ガイドが挟持している前記紙幣が前記紙幣搬送部の一方向に移動
することを特徴とする請求項３に記載の紙幣識別装置。
【請求項５】
　前記紙幣が前記紙幣搬送部の一方向に移動すると、前記紙幣ガイドが挟持している前記
紙幣の剛性と前記移動側斜歯歯車の前記紙幣搬送部の一方向への移動力とが相等しくなる
ことで、前記移動側斜歯歯車は前記紙幣搬送部の一方向への移動を停止して回転動作のみ
を行うことを特徴とする請求項１または請求項４に記載の紙幣識別装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、横幅の異なる複数種類の紙幣を識別判定して収納する紙幣識別装置に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　自動販売機などに備えられる紙幣識別装置では、挿入された紙幣を紙幣識別装置内に搬
送して識別を行い、正しく識別できた場合は紙幣を収納し、正しく識別できなかった場合
は紙幣を返却するようにしている。
【０００３】
　日本で発行されている紙幣は、千円札、２千円札、５千円札、万円札の何れもが、その
短手方向の長さ（横幅）が７６ｍｍと同一寸法であり、長手方向の長さだけが金種毎に異
なっている。このように、紙幣識別装置に挿入される紙幣の横幅が一定であると、紙幣識
別装置内で紙幣を搬送して識別、収納する際、紙幣の搬送通路や識別部、収納部の通路幅
を一定寸法に構成することで紙幣を良好に整列させた状態で搬送することが可能である。
【０００４】
　ところで、横幅が金種によって異なる紙幣としては、ユーロ紙幣や中国紙幣などが知ら
れている。このような横幅の異なる複数種類の紙幣を取り扱う紙幣識別装置では、横幅の
狭い紙幣が挿入された場合、その紙幣の横幅方向の位置が定まらないと、紙幣識別部では
予め定めている紙幣の規定の場所の特徴を検知することができないので、横幅の狭い紙幣
を認識することができない。
【０００５】
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　このように、横幅が金種によって異なるユーロ紙幣や中国紙幣などの複数種類の横幅の
紙幣の真贋を一台で識別判定して収納する紙幣識別装置においては、一定幅の紙幣搬送通
路で紙幣を搬送しようとすると、横幅の狭い紙幣が通路の一方側に片寄った状態で、ある
いは紙幣自体が搬送方向に対して傾いた状態で搬送される虞がある。
【０００６】
　そのため、紙幣の規定の場所から光学的あるいは磁気的に紙幣情報を読み取り、その紙
幣を収納するか返却するかの識別判定を行う際、紙幣識別部での一定の識別水準を維持す
ることが困難になるという問題があった。
【０００７】
　そこで、例えば特許文献１には、紙幣を縦方向に受け入れる大きな紙幣挿入口の両側に
開いた位置から狭まった位置に移動可能な側部接触部材と、この側部接触部材に接触して
いる紙幣の側部によって抵抗力を受けるまで側部接触部材を開いた位置から狭まった位置
に向けて加速するための駆動モータを有している側部接触部材駆動機構とで紙幣のセンタ
リング（紙幣の中心を搬送通路の中心に合わせること）を行う紙幣センタリング装置が開
示されている。
【０００８】
　また、例えば特許文献２には、通路の紙幣横幅方向に設けられた可動壁と、この可動壁
に連結された可動壁駆動部と、この可動壁駆動部の入力に接続された駆動部制御回路と、
この駆動部制御回路の一方の入力に接続されるとともに、紙幣挿入口と紙幣搬送部との間
に設けられた紙幣幅検出センサとを有し、駆動部制御回路は、紙幣挿入口へ挿入された紙
幣の幅を判定し、この判定結果に基づき、可動壁を移動させることで通路幅を挿入された
紙幣の幅に対応する幅とすることで紙幣のセンタリングを行う紙幣識別装置が開示されて
いる。
【０００９】
　さらに、例えば特許文献３には、駆動源によって搬送される紙幣の側縁を規制して紙幣
の搬送方向に対する傾きを補正する一対の可動片を備え、この一対の可動片は、紙幣が可
動片に到達する前までに、駆動源によって一方の可動片と他方の可動片との間の距離が紙
幣の幅よりも短くなる位置に搬送路の中心方向へ移動されることで紙幣の搬送方向の傾き
を補正する（スキュー補正）とともに搬送路の中心に紙幣の中心を合わせるセンタリング
を行う紙幣処理装置が開示されている。
【００１０】
　はたまた、例えば特許文献４には、横幅の異なる複数種類の紙幣の最大横幅と対応する
通路幅に形成された紙幣挿入口と、この紙幣挿入口への挿入紙幣の左右側端部を検出する
紙幣横幅センサと、挿入紙幣の横幅に応じてガイド幅を可変設定して挿入紙幣の左右位置
を制御する紙幣位置制御機構と、を備え、紙幣位置制御機構は、紙幣挿入口の内側直近で
左右に所定間隔だけ離間して配置された軸周りに回動する左右の調整ガイドを有し、挿入
紙幣の挿入方向先端部の間隔が挿入紙幣の横幅に等しくなるように調整ガイドを回動制御
してガイド幅を可変設定して搬送路の中心にガイドされた状態で紙幣のセンタリング搬送
を行う紙幣識別装置が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１１】
【特許文献１】特表２００２－５３６７５２号公報
【特許文献２】特開２００５－３３８９９０号公報
【特許文献３】特開２００９－１６６９１７号公報
【特許文献４】特許第５１８２３７０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　しかしながら、これら開示されている発明では、紙幣搬送用駆動源とは別に紙幣のスキ
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ュー補正やセンタリング用に専用の駆動源（駆動モータやソレノイドなど）が必要となり
、且つ複雑な機構や複雑な紙幣位置制御が必要となることでコストの増加を招くこととな
る。また、紙幣を左右から挟持すると同時に搬送を行った場合、搬送抵抗が増加して紙幣
の滑りなどが発生しやすくなるため、一旦紙幣ガイドを開いて紙幣を開放してから搬送す
ることが必要となり、この場合、挟持している紙幣を開放した後には再度紙幣の位置ずれ
が発生することや、紙幣の搬送を一旦停止することに伴う時間の浪費が発生することによ
り、紙幣識別装置が備えられている自動販売機などの機器の使用者に不自然な動きによる
不安を与える虞がある。また、ソレノイドを使用して紙幣のセンタリングを行う場合には
、２種類の横幅の紙幣センタリングを行うことはできるが、３種類以上の横幅の紙幣のセ
ンタリングを行うことは困難であった。
【００１３】
　本発明は、以上のような課題を解決するためになされたものであり、紙幣挿入口から複
数種類の横幅の紙幣が挿入された場合であっても、何れの紙幣をも搬送方向の傾きを補正
するとともに搬送通路の所定の位置に移動させて搬送することを共通の駆動源で駆動する
ことが可能な紙幣識別装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　上記の目的を達成するために、本発明の請求項１に係る紙幣識別装置は、横幅の異なる
複数種類の紙幣を識別判定して収納する紙幣識別装置であって、
　前記紙幣の最大横幅に対応した通路幅に形成された紙幣挿入口に挿入された前記紙幣を
紙幣識別部へと搬送する紙幣搬送部を備えた紙幣識別装置において、
　前記紙幣搬送部は、駆動軸に固定されて回転する駆動側斜歯歯車と、前記駆動側斜歯歯
車に噛み合わされて前記駆動軸が回転することに従動して回転する従動軸を前記紙幣搬送
部の一方向に移動する移動側斜歯歯車と、前記移動側斜歯歯車に当接してその移動に連動
して前記搬送される紙幣を挟持して前記紙幣搬送部の一方向に案内する紙幣ガイドとから
構成される紙幣位置案内機構を有していることを特徴とする。
【００１５】
　また、本発明の請求項２に係る紙幣識別装置は、上述した請求項１において、前記移動
側斜歯歯車の移動力は、加圧歯車がばね圧により壁に押し付けられることで発生する面圧
により前記移動側斜歯歯車に負荷トルクが加わることで発生することを特徴とする。
【００１６】
　また、本発明の請求項３に係る紙幣識別装置は、上述した請求項１において、前記従動
軸に設けた偏芯ローラの長手面に当接する態様で紙幣搬送ローラを設け、前記偏芯ローラ
の回転動作により前記紙幣搬送ローラと協働して前記紙幣を搬送することを特徴とする。
【００１７】
　また、本発明の請求項４に係る紙幣識別装置は、上述した請求項３において、前記偏芯
ローラの短手面が前記紙幣搬送ローラに相対したときには前記紙幣の押え力が無くなるこ
とで前記紙幣ガイドが挟持している前記紙幣が前記紙幣搬送部の一方向に移動することを
特徴とする。
【００１８】
　また、本発明の請求項５に係る紙幣識別装置は、上述した請求項１または請求項４にお
いて、前記紙幣が前記紙幣搬送部の一方向に移動すると、前記紙幣ガイドが挟持している
前記紙幣の剛性と前記移動側斜歯歯車の前記紙幣搬送部の一方向への移動力とが相等しく
なることで、前記移動側斜歯歯車は前記紙幣搬送部の一方向への移動を停止して回転動作
のみを行うことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１９】
　請求項１の発明によれば、横幅の異なる複数種類の紙幣を識別判定して収納する紙幣識
別装置であって、前記紙幣の最大横幅に対応した通路幅に形成された紙幣挿入口に挿入さ
れた前記紙幣を紙幣識別部へと搬送する紙幣搬送部を備えた紙幣識別装置において、前記
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紙幣搬送部は、駆動軸に固定されて回転する駆動側斜歯歯車と、前記駆動側斜歯歯車に噛
み合わされて前記駆動軸が回転することに従動して回転する従動軸を前記紙幣搬送部の一
方向に移動する移動側斜歯歯車と、前記移動側斜歯歯車に当接してその移動に連動して前
記搬送される紙幣を挟持して前記紙幣搬送部の一方向に案内する紙幣ガイドとから構成さ
れる紙幣位置案内機構を有していることにより、紙幣挿入口から複数種類の横幅の紙幣が
挿入された場合であっても、何れの紙幣をも搬送方向の傾きを補正するとともに搬送通路
の所定の位置に移動させて搬送することを共通の駆動源で駆動することが可能な紙幣識別
装置を提供することが可能となる。
【００２０】
　また、請求項２の発明によれば、前記移動側斜歯歯車の移動力は、加圧歯車がばね圧に
より壁に押し付けられることで発生する面圧により前記移動側斜歯歯車に負荷トルクが加
わることで発生することにより、複数種類の横幅の紙幣を搬送する場合にも、搬送方向の
傾きを補正するとともに搬送通路の所定の位置に移動させて搬送することを共通の駆動源
で駆動することが可能な紙幣識別装置を提供することが可能となる。
【００２１】
　また、請求項３の発明によれば、前記従動軸に設けた偏芯ローラの長手面に当接する態
様で紙幣搬送ローラを設け、前記偏芯ローラの回転動作により前記紙幣搬送ローラと協働
して前記紙幣を搬送することにより、搬送方向の傾きを補正するとともに搬送通路の所定
の位置に移動させて搬送することを共通の駆動源で駆動することが可能な紙幣識別装置を
提供することが可能となる。
【００２２】
　また、請求項４の発明によれば、前記偏芯ローラの短手面が前記紙幣搬送ローラに相対
したときには前記紙幣の押え力が無くなることで前記紙幣ガイドが挟持している前記紙幣
が前記紙幣搬送部の一方向に移動することにより、搬送方向の傾きを補正するとともに搬
送通路の所定の位置に移動させることが可能な紙幣識別装置を提供することが可能となる
。
【００２３】
　また、請求項５の発明によれば、前記紙幣が前記紙幣搬送部の一方向に移動すると、前
記紙幣ガイドが挟持している前記紙幣の剛性と前記移動側斜歯歯車の前記紙幣搬送部の一
方向への移動力とが相等しくなることで、前記移動側斜歯歯車は前記紙幣搬送部の一方向
への移動を停止して回転動作のみを行うことにより、複数種類の横幅の紙幣を搬送する場
合にも、搬送方向の傾きを補正するとともに搬送通路の所定の位置に移動させて搬送する
ことが可能な紙幣識別装置を提供することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明の実施の形態である紙幣識別装置を示す外観斜視図である。
【図２】図１に示した紙幣識別装置を示す側断面図である。
【図３】図２に示した紙幣識別装置の紙幣位置案内機構の紙幣ガイドが開いている状態を
示す斜視図である。
【図４】図３に示した紙幣位置案内機構を示す図であり、図４（ａ）はその正面図、図４
（ｂ）は平面図、図４（ｃ）は裏面図である。
【図５】図３に示した紙幣位置案内機構の紙幣ガイドが紙幣搬送部の一方向に閉じている
状態を示す斜視図である。
【図６】図５に示した紙幣位置案内機構を示す図であり、図６（ａ）はその正面図、図６
（ｂ）は平面図、図６（ｃ）は裏面図である。
【図７】図３に示した紙幣位置案内機構の移動側斜歯歯車の軸方向力（従動軸長手方向へ
の移動力）を示す図である。
【図８】図３に示した紙幣位置案内機構の移動側斜歯歯車に当接してその移動に連動する
紙幣ガイドが開いている状態を示す図である。
【図９】図８に示した移動側斜歯歯車と紙幣ガイドが従動軸の一方向へと移動を開始する
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状態を示す図である。
【図１０】図９に示した移動側斜歯歯車と紙幣ガイドが従動軸の一方向への移動が完了し
て紙幣を搬送している状態を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　以下、図面を参照しながら、本発明に係る紙幣識別装置の好適な実施の形態について詳
細に説明する。なお、この実施の形態によりこの発明が限定されるものではない。
【００２６】
　この実施の形態の紙幣識別装置は、横幅が金種によって異なるユーロ紙幣や中国紙幣な
どの複数種類の横幅の紙幣の真贋を一台で識別判定して収納するものである。
【００２７】
　図１は、本発明の実施の形態である紙幣識別装置を示す外観斜視図、図２は、図１に示
した紙幣識別装置の側断面図である。
【００２８】
　紙幣識別装置１は、正面の本体フレーム部２と紙幣搬送部３、その背後に固着された紙
幣識別部５および紙幣収納部６から構成され、紙幣識別部５および紙幣収納部６は、本体
フレーム部２の背面部に分離可能に装着されている。本体フレーム部２の前面上部には、
フロントマスク１０が配設される。このフロントマスク１０は、挿入される紙幣Ｓの最大
横幅に対応した通路幅に形成された紙幣挿入口１１を有し、自動販売機前面扉の内側にね
じなどで固着するためのボルト挿通溝１０ａが形成されている。また、紙幣挿入口１１の
後端には挿入された紙幣Ｓを紙幣識別部５へと搬送する紙幣搬送部３が配設されている。
【００２９】
　フロントマスク１０の紙幣挿入口１１から挿入された紙幣Ｓは紙幣搬送部３で紙幣識別
部５へと搬送され、紙幣識別部５の識別センサでその真贋と金種が識別される。例えば自
動販売機での商品取引が実行され、自動販売機から商品が提供された時点で、紙幣搬送部
３通路内に保留されていた紙幣Ｓは、紙幣識別部５の下方に配置されている紙幣収納部６
まで搬送されて収納される。顧客が自動販売機の返金レバーなどの操作を行い、あるいは
紙幣識別部５で偽券と識別判定された場合には紙幣搬送部３の紙幣搬送通路内の紙幣Ｓは
紙幣挿入口１１に逆送される。
【００３０】
　つぎに、紙幣識別装置内部の紙幣搬送通路について説明する。ここでは、識別判定して
収納する紙幣Ｓとして、短手方向の寸法（横幅）が金種によって異なる紙幣を想定してい
る。そこで、紙幣挿入口１１の横幅が例えば中国紙幣の最大横幅（７０ｍｍ）を持つ１０
元紙幣や２０元紙幣に対応して７１ｍｍに設定されている。また、紙幣搬送部３には、そ
こに挿入された紙幣の横幅に対応してそのガイド幅が移動される紙幣位置案内機構３０が
設けられている。
【００３１】
　紙幣搬送部３には、複数の搬送ローラと、紙幣搬送用駆動モータ（図示せず）により回
転駆動される複数の駆動ローラなどが配置されている。また、紙幣挿入口１１近傍の紙幣
搬送部３には、挿入紙幣Ｓの挿入を検知して紙幣搬送用駆動モータを起動するための起動
センサ（図示せず）が配置され、紙幣識別回路に所定の信号を送るように構成されている
。
【００３２】
　ここで紙幣位置案内機構について図３～図７を用いて詳細に説明する。
【００３３】
　図３は、紙幣位置案内機構の紙幣ガイドが開いている状態を示す斜視図、図４（ａ）は
その正面図、図４（ｂ）は平面図、図４（ｃ）は裏面図である。また、図５は、紙幣位置
案内機構の紙幣ガイドが紙幣搬送部の一方向に閉じている状態を示す斜視図、図６（ａ）
はその正面図、図６（ｂ）は平面図、図６（ｃ）は裏面図である。さらに、図７は、移動
側斜歯歯車の軸方向力（従動軸長手方向への移動力）を示す図である。
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【００３４】
　紙幣位置案内機構３０は、駆動歯車３１を介して駆動モータ（紙幣搬送用駆動モータ）
により回転駆動される駆動軸３２に固定されて回転する駆動側斜歯歯車３３（右ねじれ方
向）と、駆動歯車３２ａ、従動歯車３４ａを介して駆動軸３２が回転すると従動して回転
する従動軸３４の長手方向に移動自在に設けられた移動側斜歯歯車３５（左ねじれ方向）
と、移動側斜歯歯車３５に当接してその移動に連動し、搬送される紙幣Ｓを挟持して紙幣
搬送部３の一方向（図中、左方向）に案内する紙幣ガイド３６と、が設けられ、移動側斜
歯歯車３５は駆動側斜歯歯車３３に噛み合わされている。そして、駆動軸３２および従動
軸３４の左端は紙幣側壁３９に回転可能状態に配設されている。
【００３５】
　このように紙幣位置案内機構３０が構成されていることで、移動側斜歯歯車３５に固定
されて回転する回転歯車３５ａと噛み合っている加圧歯車３７が圧縮ばね３８のばね圧に
より右壁（図示せず）に押し付けられることで発生する面圧により移動側斜歯歯車３５に
負荷（入力）トルクＴが加わることで移動側斜歯歯車３５に軸方向力Ｆｘ（従動軸３４の
長手方向への移動力）が発生する。
【００３６】
　この移動側斜歯歯車３５の軸方向力Ｆｘは、次の式で求められる（図７参照）。
【００３７】
　Ｆｘ＝Ｆｔ・ｔａｎβ
　Ｆｔ＝２０Ｔ／ｄ
　　　　β：斜歯歯車のねじれ角（°）
　　　　Ｔ：負荷（入力）トルク（Ｎ・ｃｍ）
　　　　ｄ：基準ピッチ円直径（ｍｍ）
　例えば、β＝３０°、Ｔ＝０．５Ｎ・ｃｍ、ｄ＝１０ｍｍとすると、軸方向力Ｆｘには
約０．６Ｎの力が発生する。
【００３８】
　また、従動軸３４に設けた偏芯ローラ４０の長手面４０ａに当接する態様で紙幣搬送ロ
ーラ４１を設け、偏芯ローラ４０の回転動作により紙幣搬送ローラ４１と協働して紙幣Ｓ
を搬送するようにしている（図４（ａ）参照）。
【００３９】
　この偏芯ローラ４０が回転してその短手面４０ｂが紙幣搬送ローラ４１に相対したとき
には偏芯ローラ４０の短手面４０ｂと紙幣搬送ローラ４１との間に隙間が生じることから
、偏芯ローラ４０に対する紙幣搬送ローラ４１の紙幣Ｓの押え力が無くなることで、紙幣
ガイド３６が挟持している紙幣Ｓが紙幣搬送部３の一方向（図中、左方向）に移動するこ
とにより、紙幣Ｓの搬送方向の傾きを補正する（スキュー補正）とともに搬送路の一方向
（図中、紙幣側壁３９側）に紙幣Ｓを合わせることが可能となる（図６（ａ）参照）。
【００４０】
　そして、紙幣Ｓが紙幣搬送部３の左側（図中、紙幣側壁３９側）に移動すると、紙幣ガ
イド３６が挟持している紙幣Ｓの剛性と移動側斜歯歯車３５の紙幣搬送部３の左方向への
移動力（軸方向力Ｆｘ）とが相等しくなることで、移動側斜歯歯車３５は紙幣搬送部３の
左方向への移動を停止して回転動作のみを行うようになる。
【００４１】
　次に、紙幣位置案内機構が紙幣の搬送方向の傾きを補正する（スキュー補正）とともに
搬送路の一方向（図中、紙幣側壁３９側）に紙幣Ｓを移動させて合わせる動作を、図８～
図１０を用いて詳細に説明する。
【００４２】
　図８は、紙幣位置案内機構の移動側斜歯歯車に当接してその移動に連動する紙幣ガイド
が開いている状態を示す図、図９は、移動側斜歯歯車と紙幣ガイドが従動軸の一方向へと
移動を開始する状態を示す図、図１０は、移動側斜歯歯車と紙幣ガイドが従動軸の一方向
への移動が完了して紙幣を搬送している状態を示す図である。
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【００４３】
　紙幣識別装置１が待機状態にあるときは、図８に示しているように、紙幣位置案内機構
３０の移動側斜歯歯車３５に当接してその移動に連動する紙幣ガイド３６が開いている。
そして、紙幣挿入口１１に紙幣Ｓが挿入されると起動センサ（図示せず）が挿入された紙
幣Ｓを検知して紙幣識別回路に所定の信号を送る。
【００４４】
　紙幣Ｓが紙幣挿入口１１に挿入されたことが検知されると、図９に示しているように、
駆動モータにより駆動歯車３１を介して駆動軸３２が反時計回り方向（図中、右から見て
）に回転駆動される。駆動軸３２が反時計回り方向に回転駆動されると、駆動歯車３２ａ
、従動歯車３４ａを介して従動軸３４も従動して時計回り方向（図中、右から見て）へと
回転する。
【００４５】
　そして、駆動側斜歯歯車３３と噛み合わされ、従動軸３４の長手方向に移動自在に設け
られている移動側斜歯歯車３５には従動軸３４の長手方向（図中、左方向）への移動力（
軸方向力Ｆｘ）が発生し、紙幣搬送通路（図示せず）に取り込まれている紙幣Ｓを紙幣ガ
イド３６が挟持して紙幣搬送部３の左側（図中、紙幣側壁３９側）に寄せるように案内す
る。
【００４６】
　また、従動軸３４に設けた偏芯ローラ４０の回転動作により紙幣搬送ローラ４１と協働
して紙幣搬送通路の奥側方向へと紙幣Ｓを搬送する。そして、偏芯ローラ４０が回転して
その短手面４０ｂが紙幣搬送ローラ４１に相対したときには偏芯ローラ４０の短手面４０
ｂと紙幣搬送ローラ４１の間に隙間が生じることから、偏芯ローラ４０に対する紙幣搬送
ローラ４１の紙幣Ｓの押え力が無くなることで、紙幣ガイド３６が挟持している紙幣Ｓが
紙幣搬送部３の左（図中、紙幣側壁３９側）方向に移動することで、紙幣Ｓの搬送方向の
傾きが補正される（スキュー補正）とともに紙幣搬送部３の左側（図中、紙幣側壁３９側
）に紙幣Ｓを移動させて合わせる動作が行われる。
【００４７】
　そして、紙幣Ｓが紙幣搬送部３の左側（図中、紙幣側壁３９側）に移動すると、紙幣ガ
イド３６が挟持している紙幣Ｓの剛性と移動側斜歯歯車３５の紙幣搬送部３の左（図中、
紙幣側壁３９側）方向への移動力（軸方向力Ｆｘ）とが相等しくなることで、移動側斜歯
歯車３５は紙幣搬送部３の左方向への移動を停止して回転動作のみを行うことで、図１０
に示しているように、搬送方向の傾きが補正され、紙幣搬送部３の左側に合わせられた紙
幣Ｓが紙幣搬送通路を搬送される。
【００４８】
　また、顧客が自動販売機の返金レバーなどの操作を行い、あるいは紙幣識別部５で偽券
と識別判定された場合には、駆動歯車３１を介して駆動軸３２を時計回り方向（図中、右
から見て）に回転駆動して紙幣搬送部３の紙幣搬送通路内の紙幣Ｓを紙幣挿入口１１に逆
送して返却するようにしている。
【００４９】
　以上説明したように本発明によれば、横幅の異なる複数種類の紙幣Ｓを識別判定して収
納する紙幣識別装置１あって、紙幣Ｓの最大横幅に対応した通路幅に形成された紙幣挿入
口１１に挿入された紙幣Ｓを紙幣識別部５へと搬送する紙幣搬送部３を備えた紙幣識別装
置１において、紙幣搬送部３は、駆動軸３２に固定されて回転する駆動側斜歯歯車３３と
、駆動側斜歯歯車３３に噛み合わされて駆動軸３２が回転することに従動して回転する従
動軸３４を紙幣搬送部３の一方向（図中、左方向）に移動する移動側斜歯歯車３５と、移
動側斜歯歯車３５に当接してその移動に連動して搬送される紙幣Ｓを挟持して紙幣搬送部
３の一方向（図中、左方向）に案内する紙幣ガイド３６とから構成される紙幣位置案内機
構３０を有していることにより、紙幣挿入口１１から複数種類の横幅の紙幣Ｓが挿入され
た場合であっても、何れの紙幣Ｓをも搬送方向の傾きを補正するとともに搬送通路の所定
の位置に移動させて搬送することを共通の駆動源で駆動することが可能な紙幣識別装置１
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【００５０】
　また、移動側斜歯歯車３５の移動力は、加圧歯車３７がばね圧により壁に押し付けられ
ることで発生する面圧により移動側斜歯歯車３５に負荷トルクが加わることで発生するこ
とにより、複数種類の横幅の紙幣Ｓを搬送する場合にも、搬送方向の傾きを補正するとと
もに搬送通路の所定の位置に移動させて搬送することを共通の駆動源で駆動することが可
能な紙幣識別装置１を提供することが可能となる。
【００５１】
　また、従動軸３４に設けた偏芯ローラ４０の長手面４０ａに当接する態様で紙幣搬送ロ
ーラ４１を設け、偏芯ローラ４０の回転動作により紙幣搬送ローラ４１と協働して紙幣Ｓ
を搬送することにより、搬送方向の傾きを補正するとともに搬送通路の所定の位置に移動
させて搬送することを共通の駆動源で駆動することが可能な紙幣識別装置１を提供するこ
とが可能となる。
【００５２】
　また、偏芯ローラ４０の短手面４０ｂが紙幣搬送ローラ４１に相対したときには紙幣Ｓ
の押え力が無くなることで紙幣ガイド３６が挟持している紙幣Ｓが紙幣搬送部３の一方向
（図中、左方向）に移動することにより、搬送方向の傾きを補正するとともに搬送通路の
所定の位置に移動させることが可能な紙幣識別装置１を提供することが可能となる。
【００５３】
　また、紙幣Ｓが紙幣搬送部３の一方向（図中、左方向）に移動すると、紙幣ガイド３６
が挟持している紙幣Ｓの剛性と移動側斜歯歯車３５の紙幣搬送部３の一方向（図中、左方
向）への移動力とが相等しくなることで、移動側斜歯歯車３５は紙幣搬送部３の一方向（
図中、左方向）への移動を停止して回転動作のみを行うことにより、複数種類の横幅の紙
幣Ｓを搬送する場合にも、搬送方向の傾きを補正するとともに搬送通路の所定の位置に移
動させて搬送することが可能な紙幣識別装置１を提供することが可能となる。
【符号の説明】
【００５４】
　　１　　　紙幣識別装置
　　２　　　本体フレーム部
　　３　　　紙幣搬送部
　　５　　　紙幣識別部
　　６　　　紙幣収納部
　１０　　　フロントマスク
　１１　　　紙幣挿入口
　３０　　　紙幣位置案内機構
　３１　　　駆動歯車
　３２　　　駆動軸
　３３　　　駆動側斜歯歯車
　３４　　　従動軸
　３５　　　移動側斜歯歯車
　３６　　　紙幣ガイド
　３７　　　加圧歯車
　３８　　　圧縮ばね
　３９　　　紙幣側壁
　４０　　　偏芯ローラ
　４０ａ　　　偏芯ローラの長手面
　４０ｂ　　　偏芯ローラの短手面
　４１　　　紙幣搬送ローラ
　Ｓ　　　紙幣
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